
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

0 0 0 0

319 42 42 42

1,858 826 836 817

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

森林所有者が、保安林の伐採の制限により発生する損失を回避するため、保安林の指定を承諾しないことが起こらないよう、引続き、継続

箇所と新たな保安林指定箇所の損失補償金の支払いに備える。

目標に対

する成果

の状況

新たに保安林指定した箇所の損失補償金の支払いに備え、2件分を計上していたが、新たに指定した保安林が損失補償の対象外であっ

たため、前年度から継続している件数となった。

 概算事業費（B（A）+C） 1,163 764 1,585 1,685

31 2

0 826

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

868 878

2

概　算

人件費

0.10 0.10

0

5

1,163 764 759
指定・解除の面積

(ha)

指定施業要件

の変更の面積(ha)

826

現地調査、図面購入

賃金

需用費

868 878 859

合計（A) 2,177 859

19

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算 2,177

補正予算

８号～11号保安林損失補償 補償金

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

４号～７号保安林損失補償 補償金 ・継続分（19件）、新規分（1件） 85 82 85

・継続分（8件）、新規分（2件） 692

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

森林法第35条、森林法施行令第５条

課・室 森林づくり推進課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail shinrin@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

１－４　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

859

○保安林制度の適正かつ円滑な運用を図るため、保安林の指定に伴う伐採の制限により発生する損失について、所有者へ補償を行うこ

とを目指す。

○保安林の指定に伴い立木の伐採制限が課せられることから、立木資産の凍結に対する利子相当分を補償している。

○森林法第25条第１項第４号から７号の保安林については、国と県で補償している。

○森林法第25条第１項第８号から11号の保安林については、県が全額補償している。

成果目標の達成状況

項目

4号～7号保安林損

失補償件数

8号～11号保安林損

失補償件数

伐採許可・作業許可

の延べ件数

事業番号 10 04 10 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 保安林整備管理事業費　保安林損失補償金保安林整備管理事業費　保安林損失補償金保安林整備管理事業費　保安林損失補償金保安林整備管理事業費　保安林損失補償金
担

当

課

部局 林務部

3多様な森林の整備促進 実施期間 S34 ～

434 300

20 19 未達成

未達成8 10 8

○４号から７号保安林については、継続分19件及び新規分1件を補償する。

○８号から11号保安林については、継続分8件及び新規分2件を補償する。

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

20

10

669 692

・評価調査（延べ人数12人）

・森林計画図等購入

101 8 82

合計 878 759


